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(R民eivedAug. 30， 1的6)
We propose two methods for computing an appro語matesolution of the TraveIing 
Salesman Problem， which is one of the well-known problems dificu1t句 solve.One 
of血epresent two methods is a scheme using Voronoi diagram while ano血.erone is 
based on白ecombination of白emethod of di吋deand∞nquer釦 d也egenetic 





















































d次元ユークリッド空間を Edで表す。空間 Ed内に特に指定された η個の点の集合を S= {Pl，乃γ・.，Pn} 
とする。 2点P，Qのユークリッド距離を 1(P， Q)とする。
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Rが支配する勢力圏がR(S;Pdである。空間 EdはR(S;Pd ，R(S;乃)，・・ ，R(S;Pn)とそれらの境
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まずはじめに n個の母点の集合Sに対するポロノイ図のポロノイ点の数Uを考慮する o ここでポロノ
イ辺の数をeとするo 平面はn個の面に分けられるので、平面状の連結な図形のオイラーの公式






v < 2n -2 (6) 
よって η個の母点に対するボロノイ点の数は2n-2個以下である。
平面走査技‘法で切断構造に影響を与える点も 2n-2個である。このデータ構造の 1回の更新は O(logn) 
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